
さいたま市と損保ジャパン日本興亜の連携による主な取組み 

 

損保ジャパン日本興亜では下記の項目において、さいたま市と連携して取り組み、 

さいたま市民の皆さまの「安心」、「安全」、「健康」な生活に貢献してまいります。 

 

＜連携項目＞ 

（１）地域・暮らしの安心・安全、災害対策に関すること。 

（２）健康増進に関すること。 

（３）環境保全に関すること。 

（４）高齢者支援、障がい者支援に関すること。 

（５）スポーツ、文化、芸術の振興に関すること。 

（６）産業・経済の振興、地域雇用の創出に関すること。 

（７）農業の振興、地産地消の促進に関すること。 

（８）まちづくりに関すること。 

（９）シティセールス、観光振興に関すること。 

（１０）子育て支援、子ども・青少年育成に関すること。 

（１１）その他市民サービスの向上と地域の活性化に関すること。 

 

＜主な取組みについて＞ 

 防災への取組み 

① 九都県市合同防災訓練（さいたま市会場）での防災フェア参加 

防災の日（９月１日）前後に開催される防災訓練にあわせた防災フェアに 

参加しています。 

防災ジャパンダプロジェクトと題し、ジャッキアップゲーム、防災カードゲーム

２種類を実施し、お子様・ご家族連れに日ごろ役に立つ防災知識の啓発を 

行っております。 

② さいたま市南区ふるさとふれあいフェアへの参加 

１０月に開催される南区ふるさとふれあいフェアにて、南区役所総務課と 

協働で防災ジャパンダプロジェクトを運営しております。 

    

 

 



 健康への取組み 

 さいたま健幸ネットワークに参加し、社内外に健康に関する情報を発信できる様、 

 取組みを行っております。 

 グループ会社である損保ジャパン日本興亜ひまわり生命保険株式会社と一緒に 

 参加しております。 

 

 環境への取組み 

 さいたま市桜環境センターで行われる桜エコ・フェスタで環境公開講座を 

 開催しました。 

キリバス共和国名誉領事・大使顧問、（一社）日本キリバス協会・代表理事の 

ケンタロ・オノ先生に、地球温暖化についてご講演いただきました。 

演題：『国がなくなる？！ 〜地球温暖化・気候変動最前線から・キリバス共和国〜』 

  

 

 高齢者・障がい者支援への取組み 

① 高齢者支援 

さいたま市徘徊見守りＳＯＳネットワークに事業者登録しております。 

行方不明の方がいらっしゃった際に市より情報提供を受け、市内の拠点と 

情報共有し、事業活動に支障のない範囲での捜索・見守りに協力しております。 

その他、県・市内職員向けに認知症サポーターの資格取得を推奨しております。 

② 障がい者支援 

市内の社会福祉法人と協力し、障がい者支援施設の方が作った惣菜パン・ 

菓子パンの販売会を弊社施設で実施しました。 

開始２０分程度で完売するなど大変盛況となりました。 

 

 その他の取組み 

 さいたまイクボス共同宣言に参加し、働き方の見直し、女性活躍の推進など、 

 社内外に情報発信できるよう、取組みを行っております。 


